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学校名  富士見中学校 学年  全校（生徒集会） 

授業者氏名 

  生徒会保健委員会 

題材名 全校集会 

「 歯と口の健康月間①が始まります！ 」 

主 眼＜フォーマット＞ 

〇〇について学んだ（or 体験した・調査した）子どもたちが（既習や経験）、〇〇に着目

し（健康教育や食育との教科等横断的な学習に係わる見方・考え方）、〇〇することを通し

て（本時の中核的な学習活動）、〇〇する力（育成する資質･能力）を培うことができる。 

主 眼 

保健委員会では、これまでに２回抜き打ち歯みがきチェックを行ってきた。２，３年生の

歯みがき実施率の低さを知った生徒たちが、歯と口の健康月間①を企画し、全校に給食後に

歯みがきすることを呼びかけることを通して、給食後の歯みがきを習慣化し、自分の口の中

の健康について関心を高めていくことができる。 

学習材 

・抜き打ち歯みがきチェックの結果  

１年：93.1％ ２年：52.4％ ３年：40.9％ 全校：62.6％ 

・歯と口の健康週間①の内容（・歯ブラシチェック ・抜き打ち歯みがきチェック他） 

成 果 

歯と口の健康週間①を実施するにあたり、歯ブラシを持ってきてもらいたいこと、抜き打

ち歯みがきチェックをすることを伝えた。後日、歯ブラシチェックをしたあるクラスで、歯

ブラシを持っていなかった人のほとんどが持ってきてくれたことをうれしさとともに報告

に来てくれた保健委員の姿があった。また、歯ブラシを持ってきてはいるものの、歯みがき

をしない姿があるクラスの実態が見えてきた。 

集会の内容も保健委員長自ら考えてくるようになるなど、発表を重ねるごとにそれに応

えてくれる生徒の姿が多くあり、保健委員長の自己肯定感が高まり、活動を深める意欲につ

ながった。 

課 題 

歯ブラシは持っているものの歯みがきをしない生徒に対して、給食後の歯みがきの必要

感をどう持たせたらいいのか。 


